
令和元年度 地域公共交通確保維持改善事業 事業評価
尾道市地域公共交通協議会 （計画推進事業）の概要（案）

●公共交通の概況（系統数等）
・鉄道：ＪＲ山陽本線 ＪＲ山陽新幹線 ・航路：１６事業所（１９航路） ・４条バス路線：５事業所（１２０系統）
・乗合タクシー（御調地域） ・自家用有償旅客運送（百島・因島地域）

平成１７年３月、平成１８年１月に１市３町が合併
人口 １３８千人（Ｈ２７国勢調査）
面積 285.09 ㎢

地域の概況・公共交通の概況・問題点

尾道市の概要

事業実施に際しての目標等

●公共交通の問題点
①一部地域公共交通で利用者が減少・低迷 ②公共交通空白地域が存在
③高齢化の進展する中、高齢者の安全かつ自由な移動が制約される可能性がある。 ④高校・大学が市内各地にあり、さらなるニーズがある。
⑤一部の地域公共交通では維持・存続が危ぶまれる。 ⑥地域公共交通のサービスと日常移動ニーズとのミスマッチにより非効率な運行（運航）
や、利用が不便な状況がある。
⑦観光客・来訪者が利用しづらい状況がみられる。 ⑧自家用車への依存が高い傾向にある。

推進事業の実施

法定協議会の構成員

中国運輸局 広島県 尾道市 福山市立大学 尾道市社会福祉協議会
尾道市老人クラブ連合会 尾道市ＰＴＡ連合会 商工団体 私鉄中国地方労働組合
警察署 交通事業者（広島県バス協会、広島県タクシー協会、尾道地区旅客船協会、
ＪＲ西日本、本州四国連絡高速道路） 全２１名で構成

※事業の基となる計画の関連事項等を記載

推進事業の実施事業 意識啓発による利用喚起

推進事業の計画期間

尾道市地域公共交通網形成計画記載

「新たな利用者を誘発するしかけづくり」

令和元年５月～令和２年３月

資料２
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本年度事業の結果概要

事業の今後の改善点

事業実施の適切性

市内のバス路線の中で、利用者が少なく、非効率な運行サービスとなっている路線
系統沿線に居住する住民を対象としたモビリティマネジメントを実施予定。
情報提供ツールには、協議会で作成したリーフレットと、公共交通マップを提示し、
住んでいる地域の路線について知ってもらい、地域の公共交通について考える働き
かけを行う。

計画通り事業は適切に実施される予定。

モビリティマネジメントは継続的に行うことにより効果がでるため、今後も今年
度行った地域について、意識啓発の活動を行い、他の地域において同様の手法に
よってモビリティマネジメントを行う予定である。

本年度事業の取組内容
・リーフレットを利用した意識啓発による利用喚起
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・網計画に記載の「目標７ 公共交通の利用促進」に基づく事業として実施。

令和元年度 地域公共交通確保維持改善事業 事業評価
鳥取県中部地域公共交通協議会 （計画推進事業）の概要

地図

公共交通の現状
・鉄道：ＪＲ山陰線
・４条バス路線（一般乗合バス）：日ノ丸自動車㈱、日本交通㈱
・自家用有償旅客運送：琴浦町バス、公共交通空白地有償運送（倉吉市）
・乗合タクシー：タクシー事業者

・１市４町（倉吉市、三朝町、湯梨浜町、北栄町、琴浦町）
・人口 １０．２万人（平成２９年１０月現在）
・高齢化率 ３３．１％
・面積 ７８０．４３平方キロメートル

地域の概況・公共交通の概況・問題点

鳥取県倉吉市の概要

事業実施に際しての目標等

公共交通の課題・問題点
○利用者ニーズへの対応

目的地への移動利便性の向上、移動時間帯に応じた利便性の向上、外来者や観光客
に対応したバスサービスの向上、移動不便地域・公共交通空白地域への対応、待合環
境・乗車環境の充実

○新規需要の掘り起こしと利用促進
高校生のバス利用の促進、企業・事業所によるエコ通勤の促進、総合的な利用促進

○持続可能な運行体制の確立
効率的なバス運行への再編、バス・タクシー乗務員の確保、住民との協働による運

行の検討

推進事業の実施

鳥取県中部地域公共交通協議会の構成員

鳥取県、倉吉市、三朝町、湯梨浜町、北栄町、琴浦町、公安委員会、日ノ丸自動車
(株)、日本交通㈱、西日本旅客鉄道㈱、日ノ丸ハイヤー㈱、由良タクシー㈱、特定非
営利法人たかしろ、学識経験者、中部地区高等学校ＰＴＡ連合会、鳥取県ＰＴＡ協議
会、(福)鳥取県身体障害者福祉協会、(公社)鳥取県老人クラブ連合会、(一社)鳥取県バ
ス協会、(一社)鳥取県ハイヤータクシー協会、鳥取県交通運輸産業労働組合協議会、
中国運輸局鳥取運輸支局、国土交通省倉吉河川国道事務所、(公社)鳥取県観光連盟、
(一社)鳥取中部観光推進機構 等

・網計画に記載の「目標３ バス利用の促進」、「目標４ 情報提供の強化」に基づく事業として実施。

推進事業の実施事業

推進事業の計画期間

別添５

・令和元年５月～令和２年３月

・事業３－４：バス体験活動の実施
・事業４－１：多様な情報提供と内容の充実
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本年度事業の結果概要

事業の今後の改善点

事業実施の適切性

本年度事業の取組内容

・圏域バスマップ作成（多様な情報提供と内容の充実）
・商業施設との連携による利用促進チラシ作成

・圏域住民及び観光客等の公共交通の利用を促進するため、圏域のバスマップを作成し、駅主要施設等へ配布を行った。
・圏域住民等の公共交通の利用促進を図るため、バス利用者への特典付与など商業施設と連携した利用促進事業を令和2年2月から実施予定
であり、令和2年1月中にチラシを制作して、バス営業窓口等の主要施設に配布する。

・事業が計画どおり適切に実施された。

・令和元年10月の路線再編に引き続き、令和２年４月に網計画に基づく路線見直しを予定しており、新たなバスマップを作成し、引き続き
公共交通の利用促進に取り組んでいく。
・また、令和元年10月の再編路線の乗降調査等を行うなど、利用者の利便性に配慮したダイヤ設定などを進めていく。
※地域公共交通調査事業（再編計画推進事業）を活用
・圏域の商業施設との連携によるバス定期券購入者への特典を付与の取組を開始したばかりであることから、圏域内の自治体等と連携して、
引き続き周知を図るなど取組を進めていく。
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地域公共交通の現況 別紙

【鳥取県中部地域の公共交通の現状（平成３０年３月（網形成計画策定）時点】
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【路線再編（令和元年１０月）】

・赤碕線の青山剛昌ふるさと館及び西倉吉の
経由による観光・通学利便性の向上

・利用者が少ない便の減便による運行の効率
化及び収支の改善

赤碕線の一部の便について、青山剛昌ふるさと館、西倉吉を経由させるとともに、一部の便を減便。

従来の路線

新設路線

⑭-6



推進事業の実施事業（別紙）

【圏域バスマップ作成（多様な情報提供と内容の充実）】
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推進事業の実施事業（別紙）

【商業施設との連携による利用促進チラシ】

※チラシ イメージ
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